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近代西洋医学の草創期に活躍したドイツの医師クリストフ・ヴィルヘルム・フーフェラン
ト（1762-1836）は、生命力の原理をもって、一方では当時の西洋医学の中で種々に分かれて
いた医学を統合しようとし、他方では医師兼著述家として一般人のための長生法を樹立して、
当時の人々の霊薬などの迷信を根本的に正そうとした。本研究は、フーフェラントの長生法
において人間の精神力（the active spiritual power）の果たす役割を明らかにする試みであっ
た。フーフェラントは、いのちを炎と対比するフランシス・ベーコン（1561-1626）のアイディ
アを受け継ぎ、またベーコンがその意義を見出した長生の概念にヒントを得て、古代ギリシ
アのヒポクラテス派の医術の大自然（Nature）と等価と位置づけた生命力を礎とする長生法
を樹立した。フーフェラントは、人間の高次の精神力が生命力に大きな影響を及ぼすものと
把握した。彼は、人間の高次の精神力をとりわけ人間の創造された高次の目標達成へと向か
う力すなわち品格の力（the moral power）と位置づけた。フーフェラントは、人間のいの
ちを身体的に見ると不断に変化する無常の物質的現象にすぎないが、この人間の高次の精神
力だけが、不断に変化するいのちの現象の礎を形成し、全体を結合し規制するものであり、
人間に独自のものであり自己持続的なものと考えた。フーフェラントの長生法における人間
は、自身が創造の主であり、支配者であり、施与する者であった。それは、自身が創造され
た目的を知って、それを身体的に実現できる高次の精神性を有する主体すなわち「正直で感
性のある人間」であった。一方、近代西洋医学における人間の高次の精神力は、プラセボ効
果として副次的な役割のみを有し、加齢の生物科学的な機序に基づく加齢予防であるアンチ
エイジングや自然治癒力を意味するレジリアンス（resilience）の概念においては、品格の力
を含む高次の精神力は顧みられていない。
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１．はじめに
理科系の学問実践と把握されている近代西洋医学の
起源は、17世紀のルネ・デカルトを中心とする機械論
哲学および18世紀のフランス啓蒙主義哲学に遡る。近
代西洋医学は、一般科学原則に基づく科学的医学であ
り、実際的有用性の証明を要求することと西洋医学の
伝統からの脱文脈化を特徴とする??。近代西洋医学は、
伝統西洋医学の３種類の代表的治療法（瀉血、阿片、
吐剤）の根拠を疑い、科学と医学を過去の隷属状態（権
威の絆）から解放しようとした。近代西洋医学の草創
期に活躍したドイツの医師クリストフ・ヴィルヘル
ム・フーフェラント（1762-1836）は、生命力の原理を
もって、一方では当時の西洋医学の中で種々に分かれ
ていた医学を統合しようとし、他方では医師兼著述家
として長生法を樹立して、当時の人々の中世的な霊薬
などの迷信を根本的に正そうとした。
ベルリンにて、プロイセン国王の侍医として仕え、
医学部では学長として、シャリテ病院では医長として
活躍するドイツを代表する臨床医師のひとりであった
フーフェラントは、若い医師のために臨床指針となる
ことを目的として、あらゆる仮説を脱ぎ去り、半世紀
にわたる自らの臨床医学実践の経験を集大成した大著
「医学必携」を後世に遺した。しかし当時の若い医師の
間で支持を得たのは、むしろ啓蒙主義イデオロギーに
則り生命過程を機械的に扱うブラウン主義医学であっ
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た??。そしてフーフェラントの死とともに19世紀前半
の西洋において、彼の生命力の原理に基づいた臨床医
学は、ドイツおよびその他の欧州諸国の医学界から足
早に消え去っていった??。フーフェラントの臨床医学
は、「医学必携」のオランダ語訳を介して江戸末期の蘭
学医にも大きな影響を及ぼした??。しかし、明治の文明
開化の日本が国家政策として採用したドイツ医学は、
フーフェラントの生命力の原理による臨床医学ではな
く、ブラウン主義医学以降の啓蒙主義イデオロギーに
則り生命過程を機械的に扱う近代西洋医学であった。
一方、フーフェラントの臨床医学の医の倫理の側面だ
けは、明治以降の医学教育に影響を及ぼし続けた??。
フーフェラントが一般人とくに若者のために34歳
のときに刊行した「人が長生きするための技法」（1795）
は、出版直後から好評を得て版を重ね、第３版からは
書名が「長生法（マクロビオティクMakrobiotik）―人
が長生きするための技法―」となり、あらゆるヨーロッ
パ語に翻訳され、19世紀の大ベストセラーとして彼の
死後も出版され続け、今日まで版を重ねる長寿の作品
となっている。フーフェラントの長生法（マクロビオ
ティク）の考えは、明治の軍医であった石塚左玄（1851-
1909）に始まる日本の「食養」の系譜においても直接、
間接に影響を及ぼしている??。
２．本研究の目的
本研究は、フーフェラントの長生法における人間の
精神力（the active spiritual power）の果たす役割と
その内容を明らかにする試みであった。とりわけ人間
の精神力と生命力（the vital power）および人間のい
のち（the life of man）との関係を検討することに焦
点を絞った。それは、機械的生命観に基づいた近代西
洋医学から派生した健康科学や予防医学が想定してい
る人間の精神の役割に基づいてフーフェラントの長生
法、生命力、精神力を現代的に再解釈する試みではな
かった。むしろ人間の精神力を活用する主体的で高次
元の技からなるフーフェラントの長生法から見て、現
代の健康教育に欠如している内容、視点、考え方を指
摘することであった。
３．資料と方法
フーフェラントの長生法のテクストとして、「人が長
生きするための技法」（Die Kunst, das menschliche
 
Leben zu verlangern）の英訳本：Hufeland’s Art of
 
Prolonging Life.（Edited by E. Wilson, Boston,
Ticknor,Reed,and Fields,1854）の復刻本（Bibliolife,
Charleston,SC.）を用いた。また仏語訳本：L’Art de
 
Prolonger la Vie ou la Macrobiotique par C. W.
Hufeland, Premier Medecin du Roi de Prusse,
Nouvelle Edition Francaise, Augmentee de Notes
 
par le Dr J.Pellagot（1871）の復刻版（Nabu Public
 
Domain Reprints）を副次的に用いた。「人が長生きす
るための技法」からの引用は全て英訳本から行い、引
用をするときは、（Art）で示しかつ続けて引用ページ
を示した。
フーフェラントの臨床医学のテクストとして、「医学
必携」（Enchiridion medicum, oder Anleitung zur
 
medizinischen Praxis,Vermachtnis einer funfzigja-
hren Erfahrung）第６版の英訳本 Enchiridion
 
Medicum,Or,the Practice of Medine,The Result of
 
Fifity Years’Experience.（William Radde, NY.
1855）の復刻本（Lightning  Source UK, Milton
 
Keynes, UK. 2010）を用いた。「医学必携」よりの引
用をするときは、（EN）で示しかつ続けて引用ページ
を示した。
４．フランシス・ベーコンの影響
フランシス・ベーコン（1561-1626）には、「生と死
の話」〝Historia vitae et mortis"という著作がある。
フーフェラントの長生法のアイディアは、ベーコンが
この著作で表明した長生という概念の価値に負ってい
る。フーフェラントは、彼（ベーコン）の天才はあら
ゆる科学分野を包摂し、長らく誤謬の最中に彷徨して
きた人間精神に、人間精神を真実に導き戻す道程をは
じめて指摘した偉大なるベーコン、長生にかかわる疑
問が彼自身の注目と探究に値すると考えたのもまたこ
の偉人である（Art 17）と述べている。
ベーコンのこの著作の背景には、時代の変化がある。
現生よりも来生に中心をおく中世の人間の生き方か
ら、現生において天国を目指し、同時に現世において
長生してよい働きをするという近世の人間の生き方へ
の転換である。しかしこの長生を実現するためには、
当時の人々と医師の両者に問題があった。それは、自
然の観察力を見失って中世的な暗闇に沈み込んだまま
の人々の心であり、それに迎合して化学的医薬（不老
長寿薬）を絶賛することで人々に偽りの希望を抱かせ
る医師の不誠実な態度であった。人々が長生してよい
働きをするためには、罪と悲哀に満ちたこの人生を軽
蔑してはいけない。医師は、大自然の執事となって人
間において大自然の働きが開花するように小宇宙であ
る人間を把握してその働きを助ける必要がある。その
ためにベーコンは、自然および実験的観察という経験
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的な方法を用いて生と死の真実を探求した。
ベーコンは、いのちを周囲環境によって不断に消耗
してゆく炎（life as a flame）と把握した。あらゆる
身体は、最も堅固な者であっても、この不断の蒸発に
より、解体破壊される。ベーコンは、この消耗（con-
sumption）に対する防備と体液の時々の更新により長
生が可能になると考えた。彼は消耗を寒冷などの外的
消耗（external consumption）と食物、情念などの内
的消耗（internal consumption）に分け、それぞれ具体
的な防備法を記した??。
フーフェラントは、いのちを炎と対比するベーコン
のアイディアを受け継ぎ、またベーコンの長生の概念
にヒントを得て、後述するように古代ギリシアのヒポ
クラテス派の医術が礎とした大自然（Nature）と等価
の生命力を礎とすることで、独立した学問分野として
の長生法を樹立した。フーフェラントによる長生にか
かわる４要素は、生命力の生得量（innate quantity of
 
vital power）、器官の堅固性（firmness of its organs）、
消耗（consumption）、回復（restoration）である（Art
 
40）。
５．生命力の原理
フーフェラントは、自身の生命力の医学が医学史上
２つの業績を有することを自認していた。それは、機
械的生命観ではなく有機的生命観を礎としたことで人
間に相応しい医学であることおよび当時の様々な医学
分野を一つの原理のもとに初めて集約する統合的医学
であることであった??。この集約する原理こそ生命力
のアイディアであった。
フーフェラントは、生命力を古代ギリシアのヒポク
ラテス派の医師にとって神聖であったNature（大自
然）と等価とみなした。ヒポクラテス派の医師は、自
らの技術の限界を尊重するという宗教的かつ倫理的な
命令を深くかつ自発的に感得していた??。フーフェラ
ントの医術と長生法は、機械的生命観に基づく近代西
洋医学とはヒポクラテスの位置づけ方においても異な
る。近代西洋医学が、ヒポクラテスを医学の父と呼ぶ
のは、ヒポクラテス派の医師の自然観ではなく、新し
い学術性すなわち客観的観察による癒しの技（the art
 
of healing）にあった。フーフェラントがヒポクラテス
派の医師の大自然を生命力と言い換えた背景には、自
然現象一般のなかに、光、電気、磁力などを同定して
きた科学の発展がある。生命力は、大自然の最も繊細
で、最も透過的で、最も目に見えない作用因（agent）
であり、光、電気、磁力と親和性を有するもののそれ
らを超えるもの（Art 26）であった。フーフェラント
は、生命力とNature（大自然）を等価に置くことによ
り、当時の医学の諸分野を統合する医学の構想を得る
とともに彼の長生法をヒポクラテス派の医術との関連
において位置づけた。
６．医術と長生法の関係
フーフェラントは、医術は長生法の高次法則に従属
するもの把握した。医術は、長生法の補助に過ぎず、
長生法の次にのみ来るべきものであった。その理由は
両者の目的の違いにある。医術の目的は健康（health）
であり、長生法のそれは長生（long life）である。医術
は、病気を敵とみなす。医術は、敵である病気を如何
に知って、それを如何に予防し、如何に排除するかを
我々に教える補助的科学である（Art序文 viii）。一方、
長生法は、病気を敵とはみなさず、むしろ病気は長生
の手段となり得るものである。医術は、病気という邪
悪を可及的早期に排除ないしは予防するために、患者
の身体の現状とその諸変化に応じて施術されるもので
ある。一方、長生法は、患者のみならず一般人をも対
象として、一般原則として適用されるものである。医
術は、患者を最高度の強度（the highest degree of
 
strength）と身体的完成（physical perfection）へと向
上させようと努力する。医術は、トレードオフ（trade-
off）を考えない学術ということができる。一方、長生
法は、最大限度（a maximum）を超えての過度の強化
を戒める。長生法は、トレードオフを考慮して極端で
はなく中庸を志向する学術である。
７．医術の担い手と長生法の担い手
長生法の担い手には、フーフェラント自身がそうで
あったように、医師を含めていた。しかし同じ医師が
担うにしても、医術と長生法では医師の役割は異なる
ものであった。
⑴ 医術の担い手としての医師
医術の担い手は、高次の使命を帯びた存在でなけれ
ばならない。フーフェラントはその理由を医術の性格
から説明する。医術は、患者の身体の現状とその諸変
化に応じて施術されるものである。しかし臨床経験の
結果である病気を癒す諸原則と手段の知識を有する者
なら誰もが医術の担い手になれるわけではない。むし
ろこれらを自分自身で発見できる者だけが医師と呼ば
れるに値する（Art 298）。その理由は、伝統医学の３
種類の代表的治療法（瀉血、阿片、吐剤）に基づいて
説明される。瀉血による脱血、阿片による心身の刺激、
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吐剤による催吐は、それぞれ心身を傷害する人工病そ
のものであるが、同時に心身への刺激でもあるため、
これらの刺激に対する心身の反応が誘発される。治療
法とは、自然に将来した病気を追い出すために人工病
という刺激を惹起すること以外の何物でもない。なぜ
病気に苦しんでいる患者に敢えてもうひとつの人工病
を加えるのか。それは人工病を新規に惹起すること自
体が、破壊された平衡を回復する大自然の働きを誘発
する試みに他ならないからである。実際、破壊されて
しまった平衡を回復する、腐敗物質を排除する、閉塞
を解消するという大自然の働き以外の何物でもない病
気が多く存在する（Art 298-299）と指摘する。しかし
治療法の効果がなければ、既に存在する病気に人工病
がさらに付け加わるため、病状は一層悪化することに
なる。それゆえに不適切な医薬を用いるよりも、医薬
を全く用いない方がはるかによい（Art 299）。この治
療法が許されるのは、すでに存在する病気のどれだけ
の部分が治療手段に譲歩するかを十分な臨床観察によ
り発見することができる者すなわち医師だけである。
このように医師は、病気を癒す諸原則と治療手段の知
識を有するだけでは足りない。患者の病状を虚心坦懐
に臨床観察することで、惹起した人工病による勝算を
厳密に見抜くことのできる繊細な感性を備えた人間、
すなわち正直で感性のある人間??である必要があっ
た。
フーフェラントにとって、医師自身のことばと態度
は、医薬とほとんど等価であった。生命を短縮するの
は、医師の行為だけではない、ほとんど意識されない
言葉やマナーにもよる（EM 7）。恐怖とくに死の恐怖、
心配、驚愕は、生命力を直接麻痺させる毒物である。
希望と勇気はしばしば薬物より勝り、否それなしには
最善の薬物も効力を有することのない最有効の活性化
剤ではないのか？（EM 8）。それゆえに医師は患者の
心の中に希望と勇気を注意深く保ち、好ましい光にお
いて彼を再現し（represent）、すべての危険を彼から隠
し、病気がより重篤になるほどよりにこやかな容貌を
示し、不確実さと非決断をもらしてはいけない（EM
 
8）。医師は命を救うのが使命であり、患者に死の宣告
をすることは死を与えることであり、医師の使命では
ない（EM 8）。このように常識的には、治療薬の作用
からは区別される医師のことばと態度の作用は、人間
のいのちを生命力から見ると、患者の生命力を養成す
る糧として同じ土俵の上で把握される。
⑵ 長生法の担い手としての医師
長生法の担い手は、医術の担い手の場合と同様に、
患者の大自然の働き支援するのみで、それを阻害して
はいけない。しかし長生法の対象者は、患者だけでは
なく、一般人とくに若者が中心となるため、その扱う
内容は人生全般にわたる。すなわち長生法では、精神
世界（the moral world）の品位の法則（the moral
 
laws）が長生のために必要不可欠となる（Art x-xi）。
このように長生法は、医術に含まれる人間身体の知識、
疾病予防と健康保持の方法の経験的知識から、人間の
高次の精神がかかわる文化まで広い範囲にわたるもの
である。
長生法を担う医師は、医師として一般人に対してど
のような貢献ができるのか。それは、個人が罹患しや
すい病気を見抜くこと、そしてその予防のためにはど
のような生活法がもっとも適切かを示すこと（Art
 
305）である。このように長生法は一般原則であること
において個人の状況に応じた判断からなる医術と根本
的に異なるとはいえ、病気には遺伝素因が大なり小な
り関わることであり、医師の臨床経験による知識が役
に立つ。ここに医師の出番がある。
８．長生法研究の動機
フーフェラントは、人類をかくも破壊する現代とい
う憂鬱な時代（the present melancholy age）（Art ix）
と表現する。彼は憂鬱な時代の原因が生命力の欠乏に
あると確信していた。すなわち人生の価値と至福の感
知（sensation）は、いつも生命力の多寡にほぼ比例す
る。生命力の溢れることが、人間の高次の目標である
行動（action）、営為（exertion）、人生の享受（relishing
 
life）をより大きくする。生命力の欠如ほど現代を不幸
にも際立たせるあの悲惨と意気消沈を生み出すものは
ない（Art 25）。長生法がその役に立つとの思いが、彼
に最高の慰め（the highest consolation）を与え、研
究に打ち込むよう促した。
フーフェラントは、若者の自殺の問題を採りあげる。
自殺は、今や、青春の真っ盛りにおいて、最高に好ま
しい状況において、人生の嫌悪と飽きだけで自己から
存在を奪いたいという空恐ろしい抗いがたい欲求を刺
激する病気（a disease）になった（Art 178）と述べ
る。以前の自殺は、自然でない情念と把握されていた。
すなわち恐ろしい必然とそれ故に英雄的な決断を介し
ての行為であった。つまり自殺は、自然ではない情念、
まだ自然の対極物（counter-nature）ではない状態か
ら、自然の対極物すなわち医学的な排除の対象物すな
わち病気になったということである。なぜ自殺という
病気に罹っているのが若者なのか。それをフーフェラ
ントは生命力の枯渇により説明する。生命感と生命歓
喜の枯渇、活動と幸福の芽生えの死滅が、いのちほど
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味わいの欠けた不快で嫌悪すべきものはないものにし
てしまい、圧迫する重荷となったいのちを排除したい
との欲望に抗しきれなくなる。その多くは、いのちの
趣（the seasoning of life）であるべき生命力の早発過
ぎる浪費による（Art 178）。
９．生命力の働き
⑴ 生命力の働きとしての人間のいのち
常識的には、不断に変化する現象として捉えられる
人間のいのち（the life of man）を、フーフェラント
は生命力の働きにあると見た。人間のいのちは、身体
的に見ると、化学的－動物的な独特の営み、大自然の
統合された諸力（すなわち生命力）と物質の共同作用
が不断の変化においてもたらす現象である（Art vii）。
生命力は、取り巻く自然の全体から刻々に新たな構成
部分を集め、化学的世界から有機的生命世界へ、無生
命状態から生命へと変換する作用因として働く。そし
てその結合が解かれたときには、生命は無生命状態に、
有機的世界から化学的世界に戻り、無生命の自然の一
部となる。いのちは結局、不断の受容、充当、返却で
あり、死と新たな創造の不断の混合である（Art 112）。
生体の中では単なる機械的な化学的な過程は不可能に
なる。生体の中で生産される有機的生命的世界は、外
的刻印（the external impression）とそれに対する生
命力の反応により複合されて（compounded）できる複
合物の世界である（Art 28）。このように身体的には物
質の連続的変化に見える現象が、生命力の働きよりみ
ると、次元の異なる世界への転換過程と把握される。
それは、次元の異なる世界への転調を把握する視点で
あり、人間のいのちの特徴を非連続的な転換過程とと
らえる視点である。
⑵ 自然治癒力
人間のいのちを創造し形成する生命力は、自然治癒
力（the healing power of nature）と同じではない。
病気の自然の治癒過程において、生命力が自然の治癒
過程を遂行するには不足している場合と過剰に在りす
ぎる場合がある。いずれの場合も医術の出番であり、
前者の場合はその欠乏を補うことに、後者の場合はそ
の過剰を減らすことに医術の意義がある。すなわち生
命力は、時に激しく発揮されることがあり、その働き
は猛烈で乱暴過ぎるゆえに、自身を消耗し、尊い諸臓
器を傷害することがある。このような場合には、医術
による程よい縮小と抑制によって、分利（crises；病気
の自己解決へと向かう自然の動き）の成就をもたらし、
危険な事態を予防する（EM 22）。このように自然治癒
力は、適切な程度に発揮されることで病気の治癒をも
たらす生命力ということができる。
10．いのちの統合
⑴ 動物の本能
フーフェラントは、有機的生命世界の特徴が、他と
の対比における自身の支持にあると把握する。生体の
中で動物化（animalization）すなわち複合化により生
成されてできる複合物は、もはや機械的な化学的な諸
法則には従わず、有機生命体独自の法則に応じて働き、
他との対比において自身を支持する（support them-
selves in opposition to others）（Art 114）。このこと
は、動物は個体全体を統合的に保持する機能性を備え
る必要があることを意味する。それが動物では本能
（instinct）である。本能は動物たちに何がよいか、何が
傷つけるもので忌避すべきかを教える。本能はいつ満
腹で、いつ休息が必要で、いつかげんが悪いかを教え
る。本能は生活法の助けがなくても不摂生や消耗から
動物を守っている（Art 128）。
⑵ 小宇宙としての人間
フーフェラントは、古代の哲学者たちに習い、人間
を小宇宙（a little world,a microcosm）と呼称する。
小宇宙とは、人間は大自然の縮図という意味である。
人間を除く大自然を通じて、散在するすべての活力、
全ての種類の器官といのちの形態が、ひとつの全体の
中に統合され、協働して働く形成の傑作である（Art
 
111）。人間のいのちは最も広い。その有機化は最も繊
細で、最もよく仕上がっている。その体液と構成要素
は最も高貴であり、最もよく整えられている。人間の
いのちの強度と自己消耗はそれゆえに高度である。人
間は、周囲の大自然の全体と多くの接点を持ち、同じ
く多くの欲望を持つが、また他のどのような生物より
も豊かで完全な回復力を持つ（Art 111）。
⑶ 人間の精神力
動物と違って人間は、誤謬から守る本能も、それに
耐えるだけの決意ももたないために、全て理性（rea-
son）で供給される必要がある（Art 128）。それは、人
間の個体全体を結合し規制する活性的な精神力（the
 
active spiritual power）、人間だけに存在する至高の
聖い力（higher and divine power）、高度に完遂され
た魂の力（highly perfect power of the soul）などと
表現される。この高次の精神力によって人間は、物質
世界と至高の精神世界（the intellectual world, the
 
spiritual world）という２つの世界の住人となる（Art
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111）。大自然の生命のない機械的化学力（the inani-
mate mechanical and chemical powers of Nature）、
有機力ないしは生活力（the organic or living
 
powers）、精神力（the power of thought）という３
種類の力が、最も驚嘆する方法で、統合され、混合さ
れ、人間のいのちというあの神の如き現象を形成する
（Art 111）と述べる。
フーフェラントによると、常識的にわれわれが被造
物のいのち（the life of a creature）と呼ぶもの、再
現（representation）と考えているものは、独自のもの
も自己持続的なものも持たない単なる現象である
（Art 112）。すなわち一瞬も同一に留まらず、不断に変
化するものであり、全持続、形態、再現の形象は、常
に変わる利用物質と使用される方法とに依存するもの
であり、現象の全体は、過程に外界から供給される栄
養因の不断の流入の間のみ存在し得るものである。こ
れに対して、活発な精神力（the active spiritual
 
power）だけが、人間のいのちの現象の礎を形成し、全
体を結合し規制するものであり、人間存在に独自のも
のであり自己持続的なものである（Art 112）。このよ
うに人間のいのちの物質的現象は無常そのものである
が、高次の精神力だけが頼りになるものであった。
11．精神力と生命力の関係
⑴ 魂（思考能力）と身体（臓器）の関係
フーフェラントは、魂は思考能力（the faculty of
 
thinking）であるとしたうえで、魂は身体の一部、産物、
属性ではない（Art 124）と述べる。魂は身体とは別物
であり、全く別の、より高尚な、知的な世界の存在
（being）である（Art 124）。しかしこの地上の結合に
おいて、しかも人間の魂であるためには、行為のため
だけではなく、情緒や思考と思念の結合という高次機
能のために、それに適する臓器（注：脳をふくむ中枢
神経系）を持つ必要がある。それゆえに、思考の第一
原因は精神的（spiritual）であるが、この死すべき機械
において営まれる思考の営みそれ自体は、臓器的であ
る（Art 124）。このようにフーフェラントは、魂と身
体を異なる次元の存在、非連続のものと考えた。
⑵ 精神力と生命力の関係
フーフェラントは、精神力を生命力から区別する。
精神力により人間は、動物には閉ざされている精神世
界、知的世界という全く新たな世界との関係に入る
（Art 125）。それにともない人間は、生命力を養い、刺
激する新たな方策を精神世界、知的世界から得るよう
になる（Art 125）。それは、物質的世界からのものと
は全く次元の異なる糧すなわちより洗練された心とよ
り高尚な品位の感知と情緒である（Art 125）。また精
神力は、動物的な本能や荒れ狂う情念を宥め、それら
と結合した急速な消耗を緩めることで、人間の長生に
必要なあの中庸状態に人間を保持する（Art 126）。こ
のように精神力はそれが形成する精神世界の糧を通じ
て生命力を養うように働く。また精神力は、本能や情
念を宥めることを介して生命力を養うように働く。
フーフェラントにとって、精神力は、超自然的なパワー
として超自然的な現象を生起させ得るものではなかっ
た。それは、生命力あるいは自然治癒力に正または負
の影響を与える作用因であった。
糧を精神的世界と物質的世界から同時に引き出す存
在（Art 126）としての人間のこの２つの世界の次元の
違いを、フーフェラントは時間の違いとして説明する。
すなわち精神世界は未来世界であり、物質世界は現在
世界である（Art 126）。なぜ精神世界が未来世界なの
か。それは、現在の状況が終わるとき、未来を期待す
る力、希望を通じて生きる力において幸せの豊かな源
泉が見出され得る（Art 125）からである。不死の信念
から慰めと揺るぎのない堅固さが得られる（Art 125-
126）からである。人間は野獣と天使の間を不断に行き
来する常に中間的存在である。高次の目標から偏倚す
ればするほど、単なる動物であり続けるように、考え
て知覚するだけという単なる精神であることを望むな
ら今の目標に反することになる。人間は、自身が創造
された目的を完遂しようと望むなら、動物力と精神力
を同程度に発揮しなければならない（Art 257）。一方、
物質世界は、不断に変化して、常に変わる利用物質と
使用される方法とに依存し、外界から供給される栄養
因の不断の流入の間のみ存在し得る（Art 112）現在世
界である。
精神力は身体とは異なる次元の存在であり、身体と
は非連続のものと考えると、精神力の存在を身体的次
元の外に想定することが可能になる。人間はこの現世
において必要以上に精神力を有している（Art 126）。
この精神力の余剰は、いわばそれによって身体的な余
剰を運んでいるのであって、消耗と死を蒙るのは身体
的余剰だけである（Art 126）。さらには精神力の共有
というアイディアも可能になる。すなわち精神力のな
い人を世話し、その人のために考える人間は、いわば
その人に精神力を貸しているのである。その人はそれ
ゆえに彼自身のものであれ他者のものであれ、精神力
によって支持されている（Art 129）ことになる。
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12．創造主としての人間精神
フーフェラントは、精神世界を構築する人間として、
自らのいのちの意味を問う。そのきっかけは、ベンジャ
ミン・フランクリンによる逸話すなわち彼がフランス
滞在中にアメリカから取り寄せたマデイラ・ワインの
中に封じ込められていた仮死状態のハエが、７月の温
かい日差しの下に生命を取り戻したことにある。それ
を目の当たりにして、人間においても生命の休止が作
り出せるなら、「私は数人のよい友人と一緒にマデイラ
に浸けてもらって50年以上経ってから祖国の温暖な
日光によって再び生に戻してもらい、合衆国がどんな
進歩をなし、それとともに時間がいかなる変化をもた
らしたかを見さえすれば、私はそれ以上の喜びを見出
すことができない」とフランクリンは述べた。それに
対しフーフェラントは、人間のいのちが持つ高次の目
標について主張する。すなわち我々が人間のいのちの
真の本質と目的を考えるときにはこのフランクリンの
提案は再び消滅して無くなってしまう。人間のいのち
の意味は何か？ それは単なる飲食と睡眠ではない。
人間のいのちは行動（action）、営為（business）、喜び
の享受（enjoyment）という高次の目標を有している。
それが存在するだけでは不十分で、それが拡大して、
内包する聖い種子を完遂させる必要があり、自身と他
者とに幸せを付与する必要がある。人間は単に創造に
おけるすき間を埋めるだけではいけない、自身が創造
の主であり、支配者であり、施与する者である必要が
ある（Art 145）。フーフェラントは、人間の精神力は
超自然的現象を生起させることができる超自然的なパ
ワーを有するといっているのではない。精神力により
人間は自身が創造されたその高次の目的を知る能力を
有し、しかもそれを身体的に実現できる主体者である
という意味である。このように人間は、精神的目標と
身体の地位と目標とが不可分離的に織り合わさってお
り、一方の増進が他方の改善につながっている（Art
 
145）存在である。このようにフーフェラントは、精神
力をとりわけ人間の創造された高次の目標達成へと向
かう力すなわち品格の力（the moral power）（Art 126）
と把握した。
13．樹木の長生と人間の長生
フーフェラントは、イネなどの一年以内に発芽・生
長・開花・結実を完了し、枯死する一年生植物と対比
して、多年生植物に１年ごとの不断の周期的変化と経
年の持続性との共存を見る。このような植物は土の有
機化された塊であり、そこから個々の塊に完全に相似
するおびただしい数の花と実およびそのための枝が毎
年生え出る。土という場は幹により提供され、幹から
毎年新たな植物が芽や蕾の形にて生える。これらはす
でに有機化された土の塊から生えるため、同化されて
整えられた樹液を直ちに受け取って、土に直接由来す
る樹液ではできないことすなわち花や実の生産のため
に使用される。このように生える繊細な芽や蕾は一年
生植物のように結実過程が完了すると再び死に絶える
が、幹自体は多年生に継続する。ここには、生産機能
は単一個体の生命力を使い尽くすが、全体としては多
年生であるという大自然の基本的法則がある。この規
則性の中において大自然の智恵は偉大で神聖にみえる
（Art 55）。
レバノン杉、シシリー島の百頭馬の栗木、古代ゲル
マン人がその下で宗教儀式を行った聖なる樫木などの
数千年以上の長寿に達したであろう樹木の継続性に
フーフェラントは心を打たれる。これらは最も神々し
く、今や古代世界の唯一現存する証拠であり、かって
はドルイド人たちや熊皮の衣服のわれわれの野生の祖
先たちを木陰で包んだ銀色の髪が風にさやぐとき、
我々に畏敬と畏怖を与える（Art 47）。しかしそこには
人間の老年との決定的な相違があることを指摘する。
我々はこの世に入って来た時とほとんど同じ変化に
よってこの世を出ていく。我々は子どもとして始まり
子どもとして去る。我々は再び両親を必要とする。我々
はその両親を我々の子どもたちの中に再び見出し、彼
らは今やわれわれが彼らに示したあのまごころの一部
を報いることを喜びとする。子どもたちは今やいわば
両親の立場に踏み込み、われわれの虚弱さが我々を子
どもたちの立場に移す。これに対し、あの畏敬すべき
樫木は、このような規則性の恩恵を享受しない。老い
て朽ちた幹は独り立ち、忘れ去られ、外的援助者から
自然の愛情と自然の絆のみの働きであるあの支援と助
力を獲得しようと努力しても甲斐がない（Art 249）。
フーフェラントは、老木と人間の老年を対比すること
で、長生法における人間の長生きと樹木の長寿の意味
の違いを指摘する。古代文化を彷彿とさせる長寿の巨
木は、我々に畏敬と畏怖を与えるが、人間の長生は、
単なる生存期間の延長ではなく、喜びを享受する期間
の延長であった。人は文化によってのみ完成の最終点
に到達する（Art 326）とフーフェラントが云うとき、
その文化は喜びの享受を伴う長生を可能にする高次の
精神文化であり、長寿自体を愛でる原始社会の萌芽的
文化ではなかった。
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14．いのちの質（強度）と量（長さ）
フーフェラントは、人間のいのちの長さを軽視しそ
の強度（質）だけを重視するという少なからず人々の
支持を得ている考え方の問題点を指摘する（P148）。こ
れによると、ある２人が同じ日数のいのちを生きても、
ひとりが２倍の行為と喜びの享受があったとすると、
このひとりは他のひとりの２倍のいのちを生きたとす
る。フーフェラントは、これではいのちの目的が達成
できないことを２つの理由を示して説明する。ひとつ
は、自然の全ての働きは、強度的生活だけでなく延長
すなわち時間を必要とすること、もうひとつは、老練
と円熟は時間と経験のみによる生産物であること
（Art 149）である。30年生きた人間がその間、行動と
苦労が２倍であったとしても、60年生きた人と同じ完
成と円熟に到達することはできない。30年生きた人間
は人生において２、３世代の人々に役立つよう恐らく
運命づけられていたが、その早熟さは第一世代の終わ
りを見る前に自らを去らしめたことになる。それゆえ
彼は自身にとっても他者にとっても完遂したいのちの
目的とゴールを達成せずに日々の過程を中断してお
り、洗練された自殺のままにとどまる（Art 149）。こ
のように長生は、老練と円熟が完成するために必要な
時間の長さを生きるという意味を含む。
15．人間のいのちと結婚の意味
フーフェラントは、結婚は政治的、習慣的な考案物
ではないと述べる。結婚は、大自然が父母の心に結ぶ
教育の制度であり、相互支持を目的とし、子どもをも
うけ教育するための、二人の個人の堅固で聖なる結合
である（Art 246）。この相互支持を通じて利己性が抑
制され、自然の愛情と自然の結合により冷たい自然で
ない無関心が予防され、家庭的な喜びの享受が促進さ
れる。それは人間の教育に絶対的に必要な制度である。
若年時から規則性と義務の遵守に慣れて、国家に善良
で品位ある市民をつくり出すのは結婚の団結のみであ
る（Art 248）。この品格の形成、全知の大自然が父と
母の心との間に橋渡しするこの教育を国家自体が供給
できると想像してはいけない（Art 248）。このように
結婚は、自らが創造の主であり、支配者であり、施与
する者であるべき人間の起源をなす聖なる結合と把握
される。彼は、また当時の女性に顕著な神経虚弱、自
然でない被感受性、繊細な体格という特徴について指
摘するとともに、このような女性が結婚して健康な子
どもを出産することへの懸念を表明する（Art 223）。
16．生命力に悪影響を及ぼす心の習慣
⑴ 恐怖
生命力に悪影響を及ぼす心の習慣として憂鬱、心配、
落胆、恐怖、不安、貪欲、憎しみなどを挙げ、とりわ
け恐怖について採りあげる。恐怖は、人が随意に抱い
たり追放したりできる心の悪い習慣に属する（Art
 
191）。それは、その対極の情念である勇気が人間を人
間の自然以上に高め、高揚させるのに対して、人間を
低くし、品位を引き下げる情念である。恐怖は人間か
ら力、省察、判断、決意を奪う。一言でいうと人間の
心が享受するあの卓越性の全部を奪う。子どもたちが
恐れないように習慣づけることは、教育の第一原則の
ひとつであるべきであるが、不幸なことにその正反対
のことが行われていると述べる。よくある恐怖の例と
して、雷の恐怖と幽霊の恐怖を挙げる。
⑵ 不休の企図精神
当時、多くの人種を虜にしていた不休の企図精神
（the spirit of restless enterprise,polypragmosine）
について言及する。それは、新規実行、新規労苦、新
規計画への不断のむら気と性癖である。現代の天才は、
人をその自然以上に、あらゆる種類の省察、活動、推
察、改革へと傾斜させ、所有するすべての力をより強
力に行使させると述べる。なぜなら贅沢の増加が、いっ
そう欲望を増加させることによって、能力の新規策動、
新規行使を不断により必要にするからである。それゆ
えに内的平穏と知足の情緒のすべてを破壊するあの無
際限の落ち着きなさが生じ、それは回復に必要不可欠
のあの平安とくつろぎを享受させないため、警鐘を鳴
らすほどに消耗を加速させる（Art 192）。資本主義社
会に特有の精神というべきこの不休の企図精神の蔓延
は、21世紀の現代にまで及んでいる。
⑶ 死の恐怖
死の恐怖ほど不幸を伴う恐怖はない（Art 193）。死
を恐れながら長寿に達した者は誰もいない。それゆえ
に死を恐れることは、心の病である。死の恐怖とは、
全く避けられないこと、一瞬たりとも決して安心でき
ないことを恐れることである。このいのちを失うこと
への不断の懸念により、実際にいのちが失われる。な
ぜなら死を恐れる者は、全てが死の媒介物であり得る
故にあらゆることを拒否するからである。死を恐れる
者は誰しも幸せに別れを告げる。彼に純粋の喜びはな
く、すべての喜びは死という思念に毒されている。彼
はいつも追われている犯罪者のようであり、敵は絶え
ず後をつけている。
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この心の病を消滅させることができない多くの人が
いることから、フーフェラントは、自身の経験から有
効であったこの心の病を防ぐ４つの方法について述べ
る。
① 死というものと親密になる
それは、行為が良いことか悪いことか、疑念が起き
るときには、自分の最期の時だけを考えるようにして、
それでもそうするか？ それでもそうしたかったの
か？と自問することである（Art 194-195）。純粋無垢
（innocence）とは、死について恐怖なしに考えること
を可能にするあの幸福状態、あのいのちの喜びの享受
であると述べる。このようにフーフェラントにとって、
純粋無垢は、tabula rasaの子どものこころではなく、
修練により獲得される第二の自然（second nature）で
あった。
なぜこの方法が有効なのか。それは、行為の舞台を
変えること（changing the theater of action）によっ
て、我々が普段導かれているあのちっぽけな利己的な
目的がすべて取り除かれ、あらゆることがそれ自体の
視点の中で、それの丁度よい比率において、一気に現
前して、にせものは消滅し、本物だけが残る（Art 195）
からである。
この方法と関連して、遺書を作ることと自分の身の
整理をすることに言及する。すなわち遺書を作ること
や自分の身の整理をすることに反対し、自分の死につ
いて考えることが、死期を早めるかのように考える人
がいるが、これは死の恐怖と関連していることであり、
遺書を作る義務は、各個人が遂行しなくてはならない
義務であると述べる。
② 死に逝く過程を理解する
多くの人々は、死よりも死ぬことを恐れる（Art
 
196）。人間は死ぬことの感知（sensation）をもたない。
死ぬことは生命力を失うこと以外を意味しない。魂が
身体に感知を連絡するのは生命力によってである。生
命力を失うにつれて、感知の力と意識の力を失う。い
のちを失うと同時にあるいはその前にいのちの感知を
失う。外部から見て苦しそうに見える徴候を、死に逝
く人自身は何も感じないし、何の苦悩も蒙らない。
③ いのちは中間状態と考える
いのちは、それ自体が目的ではなく、ある目的を達
成するための媒体と考える。拡張と準備の時期すなわ
ち他の時期の準備とそれへの移行を行う我々という存
在の一断片（a fragment of our existence）と考える。
そうするとこの移行を行うことが、つまり決して完全
な満足を供給しないこの疑わしく不確実な存在、この
中間状態から他の状態に上昇することが、恐怖を引き
起こすだろうか。それゆえに勇気と信頼をもって、我々
の同意なく我々をこの地上の舞台に置いたあの至高の
存在（that Supreme Being）の意志に我々を委ねて、
我々の運命の未来の方向を彼の管理に委ねることがで
きるであろうと述べる。
④ 過去の親愛なる思い出とともに生きる
最も近くにあったし常に我々の心に最も親密であり
続け、いわばあの黄泉の国から誘いの友愛に満ちたま
なざしをもって我々に微笑む友人のあの輪の思い出
は、死の恐怖を大いに和らげるであろう（Art 197）。
この想像力の展開は、想念において長生を継続する方
法（the means of continuing life longer in idea）、い
のちの眼差しを拡張すること（extending our views of
 
life）である（Art 325）。
17．おわりに―フーフェラントの長生法と現
代の健康教育―
フーフェラントの長生法を現代のアンチエイジング
の概念、レジリアンスの概念、東洋医学の養生の概念
との差異について比較し、現代の健康教育の在り方に
ついて考察した。
⑴ 人間の高次の精神性
フーフェラントは、人間のいのちを、個人の身体的
限界を超えて、歴史的、文化的な文脈において過去か
ら未来へと働き続ける生命力の視点から把握する。そ
れゆえに人間の高次の精神性も、歴史的、文化的文脈
を踏まえた把握が可能になり、そのような高次の精神
性を備えた主体すなわち正直で感性のある人間??とい
う把握が可能になる。一方、近代西洋医学では人間の
いのちを身体の不断の変化過程と把握するために、人
間の精神性は、生得的な良識を備えた主体による経験
的、実験的な知性、すなわち歴史的、文化的文脈の外
にあって生物科学的に規定された知性と把握される。
それゆえに近代西洋医学におけるアンチエイジングの
概念は、経験的、実験的な知性による不断の生物科学
的新発見を通じてもたらされる不老のあくなき追求を
意味する。
⑵ 自然治癒力と人工的介入
フーフェラントによると、病気の回復は、生命力の
働きによる。一方、近代西洋医学では、病気の回復は
身体の故障のメカニカルな原因を標的とした人工的介
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入による排除が中心となる。フーフェラントでは、人
間は歴史的文化という文脈における精神世界すなわち
未来世界と生物科学的な物質世界すなわち現在世界を
同時に生きる両生類的存在であることから、両世界の
生命力への影響が強調される。一方、西洋近代医学に
おける精神構造は、生物科学的な心理構造であり、歴
史文化の文脈における精神構造という枠組みをもたな
い。それゆえに患者の気持ちの身体的生命過程への影
響は、後述するプラセボ効果として消極的に認定され
る。最近では、自然治癒力の働きを物理学の領域で使
用されてきた反発力、復元力を意味するレジリアンス
（resilience）という言葉で言い換えることで、生物科学
的に認定しようとする動向もある。
⑶ プラセボ効果とアンチエイジング
近代西洋医学における薬物を用いた治療におけるプ
ラセボ効果は、その薬物固有の作用によらない治療効
果を意味するが、それは偽薬効果とも呼ばれるように、
生物科学的には正当な治療効果ではないという暗然の
共通認識がある。プラセボ効果には、治療薬に対する
期待感や信頼感が関与するが、これらの感情は、患者、
医師、患者家族や友人などの関係の中で形成されるこ
とから、フーフェラントの云う精神世界の治療効果へ
の影響である。
アンチエイシングの概念は、分子生物学的知見を含
む生物科学的な加齢機序の解明に基づく加齢予防法で
あり、近代西洋医学の世界観における現代の健康長寿
法ということができる。精神世界の治療効果への影響
としてプラセボ効果があるように、精神世界の健康長
寿への影響として、レジリアンスの概念に生物科学的
文脈における精神性だけでなく高次精神文化の文脈に
おける精神性や品格の力を組み入れる必要があるよう
に思われる。
⑷ 長生法と養生
漢方医学などの東洋医学は、近代西洋医学と異なり、
エネルギー的な作用因である「気」の概念を含むこと
において、生命力とりわけ自然治癒力に基づく医学と
いう性格を持っている。東洋医学では、貝原益軒の有
名な「養生訓」のように、養生という概念を用いて自
然治癒力を高める工夫が行われてきている。「養生訓」
では、天地父母の恵みの結晶である人間の身には、生
まれつき備わっている寿命すなわち天年があるとす
る。そして身を損なう外邪（風・寒・暑・湿の天の四
気）を避ける工夫とともに、身の主である心が、私の
ない天地の心であることによって、身は天年を達成で
きるとする。そのゆえに過剰な内欲すなわち飲食の欲、
好色の欲、眠りの欲、放言するにまかせる欲、喜・怒・
憂・思・悲・恐・驚の七情の欲をこらえることに養生
の核心がある??。このように「養生訓」における精神世
界は、運命により定められた満点の寿命すなわち天年
から年数を減じる減点の作用因としてのみ働き、天年
を延長する働きは認められていない。「養生訓」におけ
る消極的な精神世界のあり方には、人間（精神）と自
然を対置しない東洋的思考習慣があるといってよいで
あろう。それは、自らを全面的に委ねることで自然と
一体となることを理想としているともいうことができ
る。このような思考習慣においては、人間による文化
は自然との一体性からの逸脱と等価となることから、
安藤昌益??や本居宣長??のように、人間精神が劣化す
る前の原初的な社会や人間像が志向される。フーフェ
ラントは、当時の社会や文明が大自然の命令を蔑視し、
純化を研究して贅沢に没頭するようになったことにお
いて問題があるとするものの、社会や文明のない原初
の野生状態のままの非理性的な人間に戻ることはよし
としない（Art 105）。彼にとっては、文化と文明によっ
て高次の精神的存在になった人間こそがあるべき人間
の姿であった。この人間の高次の精神力の扱いにおい
て、フーフェラントの長生法は東洋医学の養生とは根
本的に相違する。この意味において、食における高次
の精神性を唱えた道元の思想???は、養生と長生法の観
点から見直す必要があるであろう。
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